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住田の交通安全を守る住田の交通安全を守る
　４月 15 日、 住田高校の生徒たちが取り組んだ警察官人形の補修４月 15 日、 住田高校の生徒たちが取り組んだ警察官人形の補修

作業が完了しました。 生まれ変わった人形は、 再び住田町の交通作業が完了しました。 生まれ変わった人形は、 再び住田町の交通

安全を見守り続けます。安全を見守り続けます。
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▶小規模基盤整備事業費補助金
86 万 9 千円

▶滝観洞観光センター整備費
2,269 万 9 千円

5. 安全で安心な暮らしを支える社会基盤

6. 安全で安心な暮らしを支える体制強化

7. 快適で過ごしやすい生活環境の整備

8. 住民主体による支えあいの地域づくり

　安全で安心して暮らせる社会を支える体制の整備を推進しま
す。本年度は、いつ起こるか分からない災害に備えた防災体制の
整備を行うとともに、防犯灯や交通安全施設の適切な整備と管理
を行います。

　利便性が高く快適な住環境の整備を推進します。本年度は、町
営住宅長寿命化に向けた床のフローリング化やエアコン設置など
を実施します。また、地域公共交通計画に基づき、デマンド交通
や公共ライドシェアの導入に向けた検討を進めます。

　住民自らが地域課題を解決し、暮らしやすい地域づくりの取り
組みを支援します。本年度は、コミュニティ活動活性化のための
地域交付金の交付や下有住地区公民館のエアコン設置工事などを
行います。

　町外の人たちが本町と継続的に関わり、町づくりを応援してくれ
る関係づくりを推進するとともに、移住など本町に迎え入れる環境
づくりを推進します。本年度は、地域力創造アドバイザー制度と地
域活性化起業人制度を活用し、関係人口創出を図ります。また、国
際交流では、日本語交流やワークショップなどを行います。

令和７年度の主な事業をご紹介します
　本年度からの新たな総合計画では、目指す将来像を「豊かな森と水に育まれ　安心し
た暮らしの中でにぎわいがあふれる　共生のまち　住田」と定め、「医」「食」「住」「地
域経営」を政策軸とし、10 の政策分野に沿って事業に取り組みます。広報すみた令和
７年３月号で紹介した令和７年度一般会計予算に関連した主な事業について、10 の政
策分野ごとに紹介します。
　ここで紹介する事業のほかにも、皆さまに活用いただける補助事業などがあります。
広報すみたや住田テレビなどでお知らせしますので、ご確認ください。

２. 心豊かでたくましい子どもの育成
　地域の未来を主体的に創造する心豊かでたくましい子どもを、
地域ぐるみで育成する取り組みを推進します。本年度は、地域み
らい留学生として県外から住田高校へ入学した生徒の通学費や下
宿費などに対して補助金を交付するとともに、教育コーディネー
ターによる生徒のサポートの充実を図ります。

▶住田高等学校教育振興事業費補助金
1,483 万 2 千円

▶教育コーディネーター等設置費
763 万 3 千円

　生涯を通じて学びやスポーツ、芸術文化に親しめる環境づくり
を推進するとともに、貴重な伝統文化を守り継ぐ取り組みを推進
します。本年度は、国登録有形文化財である民俗資料館の構造躯
体修繕工事に向けた設計と、国指定史跡である栗木鉄山跡の地形
測量調査を行います。

３. 生涯を通じた学びと文化の創造と継承

▶民俗資料館改修　　319 万 8 千円
▶栗木鉄山跡地整備事業
　　　　　　　　　　598 万 4 千円

１. 健康でいきいきと暮らせる地域づくり
　安心して子育てができる町づくりと、町民自らが健康づくりに
取り組み、安心して医療を受けられる体制づくりを推進します。
本年度は、県立大船渡病院の協力のもと、デイサービス型の産後
ケア事業を開始します。また、各種医療費助成や健診・健康教育
などの健康増進事業を引き続き実施します。

4. 豊かな暮らしを支える産業振興
　地域特性を活かした新たな産業の創出と地域産業の経営基盤の
強化を図ります。本年度は、担い手への農地の集約を進めるため、
国の補助金の対象にならない小規模基盤整備に対する新たな補助
金を創設します。観光分野では、滝観洞敷地内の道路の舗装やガ
ードレールの更新などを進めます。

▶産後ケア事業　　　47万 3千円
▶町単独子育て支援医療費助成事業

1,373 万 6 千円
▶健康増進事業　　1,787 万 9 千円

　暮らしや産業を支える強くて持続可能な社会基盤の整備を推進
します。本年度は、町道橋を安全に通行できるよう、駅前橋、五
葉橋、只越橋の補修事業を進めます。上下水道に関しては、飲料
水供給施設の整備や浄化槽の設置に要する経費に対し補助金を交
付します。

▶橋りょう補修事業
　（駅前橋、五葉橋、只越橋）　　　

4,490 万円
▶浄化槽設置整備事業　　846 万円

▶次期 J-ALERT 受信機・自動起動
　装置更新　　　　　702 万 1 千円
▶防災行政情報通信ネットワーク機器更新

548 万 7 千円
▶防犯対策事業　　　446 万 3 千円

▶町営住宅長寿命化改修等工事　
1,810 万円

▶公共交通対策事業
4,007 万 4 千円

▶地域づくり事業（地域交付金等）
625 万 5 千円　　　　　　　　　

▶地区公民館エアコン整備　570 万円

9. 町外とつながり町内に迎え入れる地域づくり
▶関係人口創出事業　

1,011 万 9 千円
▶多文化共生事業　　311 万 3 千円

10. 戦略的な行政の運営
　職員の資質向上と効率的で効果的な施策の推進、公共施設の維
持・更新、安定的な財源の確保、広域行政の推進を進めます。本
年度は、DX など新たな技術や視点を取り入れながら業務の効率
化を図ります。また、ふるさと納税制度による寄附金の増収をめ
ざし、近隣の自治体と連携し、共通返礼品の創出に取り組みます。

▶情報化推進事業　8,856 万 7 千円
▶ふるさと納税促進事業
　　　　　　　　　1,085 万 8 千円
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企業版ふるさと納税で住田町に
ご寄付いただいた企業をご紹介します

　企業版ふるさと納税は、地方創生の取り組みに賛同した企業がその収益の一部を地方自治体に寄付
する、社会貢献活動のための制度です。
　本町では、この制度を活用して企業から寄付を募り、「住田町まち・ひと・しごと創生推進計画」
に掲げる取り組みを推進しています。
　このたび、次の企業からご寄付をいただきました。心より感謝申し上げます。

　町内で「国宝級の大発見」
　　―「紺紙金字一切経」の一部か ―

　町内の個人宅で保管されていた経巻が、奥州藤原氏ゆかりの極めて貴重な仏教
経典「紺

こんしきんじいっさいきょう

紙金字一切経」の一部である可能性が高まり、多くの注目を集めています。
　「紺紙金字一切経」は現存する経巻のすべてが国宝に指定されており、関係者
からは「国宝級の大発見」と期待の声が上がっています。

企業名 寄付金額 寄付活用事業

大東建託株式会社 様
（東京都港区）

1,370 万円

　川上から川下までの林業振興事業　　820 万円

　仕事と学び複合施設（仕事・学びの場創出）事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　550 万円

全農チキンフーズ株式会社 様
（東京都港区）

500 万円 　耕畜連携事業　

株式会社ウエストエネルギー
　　　　 ソリューション 様

（東京都中央区）
100 万円 　農業振興

▲（公財）岩手県文化振興事業団

羽柴 直人 上席専門学芸員

３
月
臨
時
会

　

次
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
農
林
業
振
興
資
金
貸
付
基
金
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

議　
　

決

議　
　

決

補
正
予
算

補
正
予
算

会計名 補正額
補正後の

予算額

一般会計

（第９号）
4億 2,797 万 2 千円 56 億 9,088 万円

　

令
和
６
年
度
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
、

左
表
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

　なお、本町の企業版ふるさと納税に対するこれまでの取り組み
については、町ホームページに詳しく掲載しておりますので、ご
覧ください。

■
「
紺
紙
金
字
一
切
経
」
と
は

　
奥
州
藤
原
氏
が
中
尊
寺(

平
泉
町)

に

奉
納
し
た
写
経
「
中
尊
寺
経
」
の
一
つ
で
、

３
代
当
主
・
秀
衡
が
１
１
８
０
年
ご
ろ
に

奉
納
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
仏
教
経
典
の

集
大
成
「
一
切
経
」
を
、
紺
色
に
染
め
た

紙
に
金
泥
で
書
写
し
て
い
ま
す
。
紺
地
に

映
え
る
金
文
字
に
加
え
、
各
巻
に
は
き
ら

び
や
か
な
見
返
絵(

仏
画)

が
描
か
れ
、

当
時
の
仏
教
信
仰
や
芸
術
性
の
高
さ
を
示

す
、
仏
教
書
写
の
最
高
峰
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

同
時
に
当
時
の
宗
教
、
文
化
、
政
治
の

分
野
に
お
け
る
奥
州
藤
原
氏
の
権
力
も
象

徴
し
て
お
り
、
歴
史
的
に
も
非
常
に
高
い

価
値
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
紺
紙
金
字
一

切
経
は
、
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る

２
７
２
４
巻(
中
尊
寺
収
蔵)

の
全
て
が

国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
町
内
で
保
管
さ
れ
て
い
た
経
巻

　

こ
の
た
び
町
内
で
確
認
さ
れ
た
経
巻

は
、
個
人
宅
で
極
め
て
良
好
な
状
態
で
保

管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
来
は
巻
物
で
す

が
、
貼
り
継
ぎ
部
分
が
は
が
れ
、
18
枚
の

経
文
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
来

の
姿
か
ら
は
、
表
紙
、
見
返
絵
、
経
文
１

枚
な
ど
が
失
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
現
存
部
分
は
、
全
長
約
９
・
３

㍍
で
す
。

　

表
題
と
尾
題
に
は
、「
大
乗
大
集
地
蔵

十
輪
経
第
二
」
と
書
か
れ
、
一
切
経
を
構　

成
す
る
「
大
乗
大
集
地
蔵
十
輪
経
」
の
第

２
巻
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
■
紺
紙
金
字
一
切
経
の
一
部
と
さ
れ
る
理

由
　

(

公
財)

岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
の

羽
柴
直
人
上
席
専
門
学
芸
員
に
よ
る
と
、

以
下
の
点
か
ら
、
今
回
の
経
巻
が
紺
紙
金

字
一
切
経
の
う
ち
の
１
巻
で
あ
る
可
能
性

が
非
常
に
高
い
と
考
え
ら
れ
る
と
の
こ
と

で
す
。

●
全
体
的
な
特
徴
か
ら
、
平
安
時
代
の
写

経
書
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

●
体
裁
、
寸
法
な
ど
、
紺
紙
金
字
一
切
経

と
考
え
る
こ
と
に
矛
盾
が
な
い
こ
と
。

●
中
尊
寺
収
蔵
の
２
７
２
４
巻
に
は
「
大

乗
大
集
地
蔵
十
輪
経
巻
第
二
」
が
含
ま
れ

て
い
な
い
こ
と
。

●
使
用
さ
れ
た
漢
字
、
体
裁
か
ら
、
紺
紙

金
字
一
切
経
と
同
様
「
宋
版
一
切
経
」
を

手
本
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る

こ
と
。

●
中
尊
寺
ゆ
か
り
の
お
経
が
気
仙
地
域
に

存
在
す
る
こ
と
は
、
平
泉
と
の
地
域
的
な

つ
な
が
り
か
ら
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ

と
。　

　

住
田
町
か
ら
国
宝
級
の
文
化
財
が
見

つ
か
っ
た
こ
と
は
と
て
も
嬉
し
い
ニ
ュ

ー
ス
で
す
。
実
物
を
見
た
と
き
は
、
保

存
状
態
が
良
く
、
こ
れ
が
約
８
５
０
年

前
の
経
巻
か
と
思
う
ほ
ど
で
し
た
。
ま

た
、
文
字
の
美
し
さ
に
も
驚
き
、
紺
紙

に
こ
の
文
字
を
ど
の
よ
う
に
し
て
書
い

た
の
か
を
想
像
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
域
の
宝
と
し
て
ど
の
よ
う

に
保
存
・
活
用
し
て
い
け
ば
よ
い
か
、

所
有
者
の
方
や
関
係
機
関
と
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
宝
級
の
大
発
見
に
嬉
し
さ
と
驚
き

　
　
　
　
　

 

町
教
育
委
員
会

 

松
高
正
俊 

教
育
長

▲４月 13 日に行われた特別展示の様子。
町内外から 590 人もの人が来場。

住田町ＨＰ
「企業版ふるさと納税について」

議会議会
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保健福祉課
保健師

平野　智
と も み

美

農政商工課
主事

石川　蒼
そ う ま

磨

林政課
技師

石橋　颯
そ う き

己

教育委員会事務局
主事

岩渕　蓮
れ ん や

也

保健福祉課
保健師

福原　奈
な な ん

南

企画財政課
主事

林　拓
た く や

哉

住民税務課
主事

佐々木　大
たいせい

成
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まちのホットな話題ＳＵＭＩＴＡうおっちんぐ！

命
を
守
る

　
　
交
通
安
全
教
室
　

　

４
月
16
日
、
18
日
に
、
町
内
小
学
校
で

交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
、
両
校
と
も
雨

天
の
た
め
屋
内
で
の
学
習
と
な
る
中
、
世

田
米
小
学
校
（
鹿
糠
博
子
校
長
）
で
は
、

児
童
た
ち
が
交
通
安
全
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ

鑑
賞
な
ど
を
通
じ
て
、
交
通
ル
ー
ル
を
守

る
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
高
学
年
の
授
業
で
は
、
自
転

車
の
安
全
な
乗
り
方
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

視
聴
し
、
危
険
運
転
の
さ
ま
ざ
ま
な
例
と

そ
の
結
果
起
き
る
事
故
の
内
容
を
理
解
し

な
が
ら
自
転
車
運
転
の
危
険
性
を
学
び
ま

し
た
。
講
師
を
務
め
た
世
田
米
駐
在
所
の

山
根
誠
所
長
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
大
切
さ

や
自
身
の
過
去
の
経
験
な
ど
を
踏
ま
え
、

「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
装
着
し
、
安

全
に
自
転
車
を
運
転
し
て
く
だ
さ
い
」
と

児
童
た
ち
に
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。 ▲自転車運転時のヘルメット着用の

　大切さを伝える山根所長

　

４
月
４
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、町
内

の
小
中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
う
ち
有
住
小
学
校（
新
沼
健
校
長
）

で
は
、新
入
生
９
人
が
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　

入
学
児
童
呼
名
で
は
、名
前
を
呼
ば
れ

た
児
童
が
元
気
に
返
事
を
し
て
一
礼
。そ

の
姿
に
保
護
者
か
ら
は
笑
顔
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

式
で
は
、新
沼
校
長
が「
自
分
で
考
え
る

子
、や
さ
し
い
子
、い
の
ち
を
大
切
に
す
る

子
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と
、こ
れ
か
ら
の
学

校
生
活
を
送
る
上
で
の
お
願
い
を
伝
え
ま

し
た
。

　

ま
た
、住
田
中
学
校（
遠
山
秀
樹
校
長
）

▲有住小学校

夢
と
希
望
を
胸
に

　
　
　
　
新
た
な
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト

▲世田米小学校

学校名 入学生

世田米小学校 13 人

有住小学校 ９人

住田中学校 21 人

●令和７年度小中学校入学者数

は
、新
設
か
ら
２
回
目
の
入
学
式
を
迎
え
、

新
し
い
制
服
に
身
を
包
ん
だ
21
人
の
生
徒

た
ち
が
入
学
し
ま
し
た
。遠
山
校
長
は
、

「
学
校
生
活
の
中
で
、1

人
で
は
得
ら
れ
な

い
満
足
感
、充
実
感
を
ぜ
ひ
感
じ
て
ほ
し

い
」と
生
徒
た
ち
の
入
学
を
歓
迎
し
ま
し

た
。

　

式
の
初
め
は
、ま
だ
慣
れ
な
い
環
境
で

緊
張
し
た
面
持
ち
だ
っ
た
新
入
生
た
ち

も
、式
が
終
わ
る
頃
に
は
、笑
顔
を
見
せ
、

小
中
学
生
と
し
て
の
新
し
い
一
歩
を
歩
み

出
し
ま
し
た
。

月日 受付時間 場所 対象区 月日 受付時間 場所 対象区

５
月
20
日（
火
）

９：00 ～９：20 火の土自治公民館 18

５
月
22
日（
木
）

９：00 ～９：40 天嶽コミュニティーセンター 30

９：50 ～ 10：10 両向自治公民館 23・24 10：10 ～ 10：40 生涯スポーツセンター 21

10：40 ～ 11：20 上有住集会センター 28・29 11：10 ～ 11：30
農林会館

３

13：30 ～ 14：10 住田高校体育館裏ヤマカ資材置き場 12・13 11：30 ～ 11：50 ４・５

14：40 ～ 15：00 大股地区公民館 15 ～ 17 13：30 ～ 14：10 下在公民館 ７

14：40 ～ 15：00 小股自治公民館 14

５
月
21
日（
水
）

９：00 ～９：30 坂本自治公民館 26・27

５
月
23
日（
金
）

９：00 ～９：40 五葉集会センター 31 ～ 33

10：10 ～ 10：40 新切公民館 22 10：20 ～ 10：40 上有住地区公民館 25

11：10 ～ 11：40 月山公民館 19・20 11：20 ～ 11：40 浄福寺 10

13：20 ～ 14：10 中沢自治公民館 ８・９ 13：20 ～ 13：40 山谷集会所 ６

14：40 ～ 15：00 イーガストすみた（旧ふれあいセンター） 11 14：10 ～ 14：40
農林会館

１

14：40 ～ 15：10 ２

●
結
核
に
つ
い
て

　
結
核
は
、
結
核
菌
に
よ
る
感

染
症
で
、
昭
和
20
年
代
ま
で
は

日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
１
位

で
あ
り
、
そ
の
高
い
死
亡
率
の

た
め
「
不
治
の
病
」
な
ど
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

抗
生
物
質
の
普
及
に
よ
り
、

死
亡
者
・
死
亡
率
は
激
減
し

ま
し
た
が
、
近
年
で
も
毎
年

約
１
万
人
が
新
た
に
発
症
し
、

１
６
０
０
人
以
上
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
過
去
に
結
核
菌
に

感
染
し
た
方
で
も
、
加
齢
に
よ

る
免
疫
力
の
低
下
で
再
び
感
染

す
る
例
が
あ
り
、
決
し
て
過
去

の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

結
核
の
代
表
的
な
症
状
は
、

咳
、痰
、喉
の
痛
み
、微
熱
な
ど
、

風
邪
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
高
齢
者
の
場
合
は
症
状

が
全
く
現
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
、
無
自
覚
の
ま
ま
周
囲
に
感

染
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

結
核
か
ら
自
分
や
周
り
の
方
を

守
る
に
は
、
毎
年
健
康
診
断
を

受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

町
で
は
、
令
和
７
年
度
の
結

核
健
康
診
断
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

■
日
程

　

５
月
20
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
　
　
23
日
（
金
）

※
下
記
の
結
核
健
康
診
断
日
程

表
の
と
お
り

■
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

で
、
令
和
８
年
３
月
31
日
時
点

で
65
歳
以
上
の
方

※
１
年
に
１
回
で
も
、
職
場
・

医
療
機
関
・
人
間
ド
ッ
ク
な
ど

で
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
撮

影
し
た
方
は
対
象
外
で
す
。

■
実
施
内
容

　

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

■
受
診
に
必
要
な
も
の

　

令
和
７
年
度
定
期
結
核
健
康

診
断
通
知
票（
受
診
票
）

※
対
象
者
に
は
、
４
月
中
旬
に

受
診
票
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
申
込
み
時
に
病
院
や
職

場
な
ど
で
受
診
す
る
と
回
答
い

た
だ
い
た
方
に
は
、
今
回
の
受

診
票
は
発
行
し
て
い
ま
せ
ん
。

受
診
票
が
届
か
ず
、
受
診
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
健
診
時
の
留
意
点

・
下
記
の
対
象
地
区
以
外
の
方

で
も
受
診
で
き
ま
す
が
、
受
診

さ
れ
る
方
が
同
じ
時
間
帯
に
集

中
し
な
い
よ
う
、
で
き
る
だ
け

対
象
地
区
で
の
受
診
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
感
染
症
対
策
の
た
め
、
受
診

の
際
は
必
ず
自
宅
で
の
検
温
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、自
宅
で
の
検
温
で
37
・
０
℃

以
上
ま
た
は
平
熱
＋
１
℃
以
上

の
発
熱
や
、風
邪
症
状（
咳
、痰
、

喉
の
痛
み
、
微
熱
な
ど
）
が
あ

る
場
合
、
同
居
の
家
族
や
身
近

な
知
人
に
感
染
症
が
疑
わ
れ
る

方
が
い
る
場
合
は
、
受
診
を
お

断
り
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

・
高
齢
者
な
ど
の
感
染
リ
ス
ク

の
高
い
方
へ
の
感
染
を
予
防
す

る
た
め
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
推

奨
し
ま
す
。

結
核
健
康
診
断
を

　
　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う

★問い合わせ　保健福祉課　健康推進係　☎ 46-3862

●令和７年度　結核健康診断日程表

▲住田中学校



（11） 令和７年４月２５日　広報すみた（11） 令和７年４月２５日　広報すみた 広報すみた　令和７年４月２５日 （10）広報すみた　令和７年４月２５日 （10）

■日　　時　　６月１日（日）９時～ 14 時頃　
■場　　所　　町運動公園ふれあい広場
　　　　　　　（通称：河川公園）
　　　　　　　※雨天時は、住田町社会体育館
■主　　催　　岩手県クッブ協会
■共　　催　　住田町、住田町教育委員会、
　　　　　　　住田町生涯スポーツ推進協議会
■後　　援　　日本クッブ協会、住田町体育協会
■協　　賛　　SUMITA チェンソーアート杣遊会
■協　　力　　町スポーツ推進委員協議会
■大会日程    ８時 20 分　 受付開始
　　　　　　　８時 50 分　 競技運営委員打合せ
　　　　　　　９時 20 分　 開 会 式
　　　　　　　９時 40 分　 予選リーグ・
　　　　　　　　　　　　　決勝＆交流
　　　　　　　　　　　　　トーナメント
　　　　　　　　　　　　（途中昼食時間は無し）
　　　　　　　13 時 10 分   表彰式・閉会
■参 加 費　　１チーム　3,000 円　
　　　　　　　（当日会場で受け付けます） 
■申込方法　　申込用紙に必要事項を記入し、持
　　　　　　　参、郵送、メールのいずれかの方
　　　　　　　法で大会事務局に提出してくださ
　　　　　　　い。申込用紙は町ＨＰ、社会体育
　　　　　　　館、教育委員会窓口にあります。
　　　　　　

2025 杣遊カップ「クッブ大会」を開催します！

★問い合わせ　
　教育委員会　生涯学習係　☎ 46-3863

■申 込 先　  岩手県クッブ協会大会事務局　
　　　　　　　（松田　金光）
　　　　　　　〒 029-2396　  
　　　　　　　住田町世田米字川向 69-1　
　　　　　　　住田町社会体育館内
　　　　　　　☎ 46-3104 または
　　　　　　　☎ 090-3364-4108
　   　　　　 E-mail：s-km-sports@mx52.tiki.
　　　　　　　　　 　 ne.jp
■申込締切　　５月 16 日（金）必着

　昨年度に引き続き、今年度も杣遊カップ「クッブ大会」を開催します。皆さまの参加をお待ちしています。

【住田テレビ撮影・放映およびYouTube動画配
信の承諾について】
　大会の様子はテレビカメラで撮影し、住田
テレビで放映するとともに、YouTubeでも配信
します。　承諾の確認については、申込用紙に
て記入をお願いします。

　

３
月
24
日
に
盛
岡
市
動
物
公

園
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
で
開
催
し
た

「
す
み
た
っ
子
探
検
隊　

春
：

探
せ
！
推
し 

Ｚ
Ｏ
Ｏ
」
に
、

町
内
の
児
童
25
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
動

物
を
観
察
し
て
気
づ
い
た
こ
と

や
、
餌
や
り
体
験
を
し
て
感
じ

た
こ
と
な
ど
を
ま
と
め
た
「
た

ん
け
ん
シ
ー
ト
」
を
展
示
し
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
■
期
間
　
４
月
30
日（
水
）
～

　
　
　
　
　
　

５
月
９
日（
金
）　
　
　

　

※
平
日
の
み

■
場
所
　
役
場
交
流
プ
ラ
ザ

起業奨励金を活用した事業を紹介します

事業者 店舗などの情報 主な事業内容

有限会社　村健塗装
（交付３年度目）

【商号】ギンイロナカマチ
【所在地】世田米字世田米駅20-1
【営業時間】午前６時～午後10時
　　　　　（年中無休）

・Facebook

・世田米商店街のコイン
ランドリーとして地域に
浸透し、多くの方に利用
されています。
・周年イベントを企画・開
催したほか、地域行事の
ポスターの掲示などを行
っています。

植田真治さん、
　　敦代さん

（交付２年度目）

【商号】Ｕ
ア ス

Ｓ Ｃ
コ ー ヒ ー

ＯＦＦＥＥ
【所在地】世田米字世田米駅124-3
【営業時間】午前11時～午後５時
（定休日は、毎週水曜日・第１土曜
日・第１日曜日）

・Instagram

・世田米商店街に令和６年９月にオープンし
たカフェで、ドーナツとコーヒーを中心に提
供しており、町外からも多くの方が来店して
います。
・木のぬくもりが感じられる店舗は、来店者に
安らぎを与え、商店街の景観にも調和してい
ます。

菅野佳奈子さん
（交付１年度目）

【商号】Ｈ
フ フ フ

ＵＨＵＨＵ
【所在地】世田米字本町31-2
　　　　イコウェルすみた内
【受付時間】午前９時～午後３時
　　　　　　　　※完全予約制
（定休日は、火曜日、土日、祝日）
※令和７年４月17日プレオープン

・Instagram

・イコウェルすみたのオフィス棟を利用し、イ
メージコンサルティング業（相談者に合った
髪型や服装などを見つけるアドバイスを行
う。）の開業に向けた準備を行っています。

　　　　　　　　　　　　　　★問い合わせ　農政商工課　商工観光係　☎ 46-3861

す
み
た
っ
子
探
検
隊

 

「
た
ん
け
ん
シ
ー
ト
」　
　

　
　
の
展
示
に
つ
い
て



（13） 令和７年４月２５日　広報すみた（13） 令和７年４月２５日　広報すみた 広報すみた　令和７年４月２５日 （12）広報すみた　令和７年４月２５日 （12）

お知らせ ※行事の予定については、 各世帯に配布した「 健康とくらしの予定表」 でご確認ください。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

補補聴聴器器相相談談会会開開催催！！  
住住田田町町農農林林会会館館  

八八日日町町集集会会セセンンタターー  

1100：：0000かからら 1122：：0000  

1144：：0000かからら 1155：：0000  

55月月 2211日日（（水水））  

補補聴聴器器購購入入費費助助成成制制度度、、医医療療費費控控除除ののごご相相談談もも承承っってておおりりまますす！！  

㈱㈱愛愛ネネッットト補補聴聴器器  

愛愛ネネッットト補補聴聴器器はは耳耳鼻鼻咽咽喉喉科科とと連連携携ののううええ補補聴聴器器装装用用ををおおすすすすめめししてておおりりまますす  

 

〒〒002222--00000033  
大大船船渡渡市市盛盛町町字字木木町町 1133--55  

定定休休日日：：火火曜曜日日  

  00119922--4477--33331144  

営営業業時時間間：：1100：：0000～～1188：：0000  

日にち 燃えるごみ 燃えないごみ ごみの持ち込み

４月 29日（火・祝） 休み 収集地域なし 休み

４月 30日（水）

通常どおり収集 通常どおり収集 通常どおり受付５月１日（木）

５月２日（金）

５月３日（土・祝）

休み

休み

休み
５月４日（日・祝）

５月５日（月・祝）
９日（金）に振替収集

５月６日（火・振休）

５月７日（水） 通常どおり収集 通常どおり収集 通常どおり受付

ゴールデンウィーク中のごみの収集について

月日 時間 場所 対象区

５
月
19
日（
月
）

９:30 ～９:35 大祝停留所付近 33

９:45 ～９:50 桧山羅象館前 32

９:55 ～ 10:00 五葉体育館前 32

10:05 ～ 10:10 寒倉自治公民館 31

10:20 ～ 10:35 天嶽コミュニティーセンター 30

10:40 ～ 10:55 上有住集会センター 28・29

11:05 ～ 11:10 恵山自治公民館 25

11:20 ～ 11:30 坂本自治公民館 26

11:35 ～ 11:40 坂本第一集会所 27

13:20 ～ 13:30 新田山集会所 24

13:40 ～ 13:50 新切バス停付近（平沢入口）22 ～ 24

14:00 ～ 14:10 両向自治公民館 23

５
月
20
日（
火
）

９:20 ～９:25 （旧）津付停留所付近 16

９:30 ～９:35 （旧）菊豊商店様付近 16

９:40 ～９:50 大股自治公民館付近 15

10:00 ～ 10:05 紺野市男様宅入口付近 14

10:10 ～ 10:15 小股消防屯所 14

10:20 ～ 10:25 下柏里停留所 14

10:35 ～ 10:45 川口自治公民館 12・13

10:50 ～ 11:10 小府金集会所 11・12

11:20 ～ 11:25 高木信吾様宅前 18

11:30 ～ 11:40 火の土自治公民館 18

13:10 ～ 13:25 長桂寺様入口付近 19

13:30 ～ 13:40 外舘公民館 20・21

５
月
21
日（
水
）

９:00 ～９:25 農林会館 １～５

９:35 ～９:40 山谷集会所 ６

９:45 ～ 10:00 下在公民館 ７

10:10 ～ 10:35 中沢自治公民館 ８～９

10:45 ～ 10:50 吉田信孝様宅前（狐石入口） 10

11:00 ～ 11:10 東峰消防屯所前 10・11

　狂犬病予防法により、犬の飼い主には次
のことなどが義務付けられています。

・市町村に犬を登録すること。
・生後 91 日以上の犬に毎年狂犬病の予防
　注射を受けさせること。

　右表の日程で町内を巡回しますので、飼
い主は、必ず犬に予防注射を受けさせてく
ださい。
　また、注射の実施場所では犬の登録も受
け付けます。未登録の犬の飼い主は、実施
場所で、職員に犬の種類、生年月日、性別、
名前を申し出てください。

※狂犬病予防注射は、動物病院でも受ける
ことができます。

★問い合わせ
　住民税務課　生活環境係　☎ 46-2113

手数料（１頭につき）
■予防注射料　3,100 円
■新規登録料　3,000 円
※登録は生涯一度となります。すでに
登録している飼い主には、通知はがき
が届きますので、注射の際に必ず持参
してください。

狂犬病予防注射のお知らせ

■ごみ出しのルールと注意点
・ ごみは指定袋に入れ、収集日の朝８時までに決められた収集ステーションに出してください。夜間は出
さないでください。
・ 指定袋には行政区、氏名を記入してください。（未記入の場合は回収しません）
■燃えないごみの振替収集について
　毎月第１月曜日、第１火曜日が燃えないごみの収集となっている地区では、５月５日（月）と６日（火）
の収集は行わず、９日（金）振替収集をします。

※ペットボトルの回収日は、毎月第４土曜日です。
★問い合わせ　大船渡地区環境衛生組合　☎ 26-4739

※飼い主の転出入に伴い、犬の所在地が変
更になる場合は、新たな市町村への届け出
が必要です。

行政相談委員による相談所の開設

　行政相談委員は、総務大臣から委嘱され、町や国
の役所の仕事のほか、ＮＴＴ東日本、東日本高速道
路株式会社や日本年金機構などが行っている仕事に
ついての苦情や意見をお受けし、皆さんの声を行政
運営などの改善に役立てる仕事を行っています。
　聞いてみたいこと、困っていることなどがありま
したら、お気軽にご相談ください。相談は無料で、
秘密は守られます。
■行政相談委員　佐藤　修

しゅう

さん

開設日 会場 時間
５月14日（水） 役場町民ホール

10時～
11時30分

６月11日（水） 大股地区公民館

７月９日（水） 上有住地区公民館

９月10日（水） 役場町民ホール

10月８日（水） 五葉地区公民館

12月10日（水） 下有住地区公民館

２月18日（水） 役場町民ホール

■令和７年度相談所開設日

★問い合わせ　総務課　行政係　☎ 46-2111
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お知らせ ※行事の予定については、 各世帯に配布した「 健康とくらしの予定表」 でご確認ください。

住所 氏名 年齢 世帯主
世田米駅 三　尾　ナカ子 83 軍太郎

世田米駅 栗　山　明　子 57 勝成

川 向 荻　原　秀　男 93 勝

日 向 紺　野　朋　夫 99 本人

西 風 松　田　鍊　壽 89 裕志

城 内 菊　池　カクヘ 98 伊久男

本 町   佐々木　   司 73 詠子

本 町 千　葉　セ　キ 92 本人

向竹ノ原 紺　野　純　一 72 本人

向 川 口 佐　藤　昭　夫 77 本人

桧 山   紺　野　　勉 77 好子

土 倉 澁　佐　タ　マ 93 本人

お悔やみ申し上げます

お祝いお悔やみ
３月届出分（敬称略）

ご誕生おめでとう

交通安全情報 ３月末日現在
（　）内は年累計

人 身 事 故

物 損 事 故

飲酒運転検挙者

０件（０件）

６件（29 件）

０人（０人）

『守ろう！　横断歩道の交通ルール』

町公式YouTube をご覧ください
　住田テレビの映像の一部を
町公式 YouTube チャンネルで
公開しています。
　チャンネル登録お願いします。
★問い合わせ　
　企画財政課　企画調査係　☎ 46-2114

気仙歯科医師会 診療時間…9：00 ～ 12：00

気仙医師会 診療時間…9：00 ～ 17：00

５

日 医療機関名 地区 電話番号
３日（土） 松原クリニック 高田 53-1721
４日（日） 国保広田診療所 広田 56-2515
５日（月） 菊池医院 大船渡 21-1620
６日（火） 飯塚眼科医院 盛 21-3011
11日（日） うのうらクリニック 立根 21-3636
18日（日） 滝田医院 末崎 29-3108
25日（日）えんどう消化器科内科クリニック 猪川 21-1555

日 医療機関名 地区 電話番号
３日（土） 峰岸歯科医院 大船渡 27-5535
４日（日） いわぶち歯科 大船渡 21-3377
５日（月） 菅野歯科医院 世田米 46-2345
６日（火） 及川歯科医院 盛 27-5582
11日（日） 気仙歯科クリニック 米崎 55-3238
18日（日） 広田歯科医院 米崎 47-3393
25日（日） 横沢歯科医院 世田米 46-3050

住田町世田米字川向12-1 ☎46-2363 FAX49-1015

　自動車税種別割は、４月１日現在の自動車の所有
者に納めていただく県税です。
　納税通知書は４月末に発送しますので、忘れずに
お近くの金融機関、コンビニエンスストアから納め
ましょう。また、クレジットカードやスマートフォ
ン決済アプリでの納付も利用できます。
■県税ホームページのアドレス
https://www.pref.iwate.
jp/kensei/zei/index.html

★問い合わせ先
沿岸広域振興局経営企画部
大船渡地域振興センター県税室　☎ 27-9912

自動車税種別割の納期限は
６月２日(月)です

森林の伐採、開発には
手続きが必要です

　森林を伐採、開発する際は、事前に届出や許可申
請の各種手続きが必要になります。
　森林の伐採、開発の計画がありましたら、まず役
場林政課または沿岸広域振興局農林部大船渡農林振
興センターにご連絡、ご相談ください。

★問い合わせ先
内容 連絡先

保安林以外での

立木の伐採

役場林政課

☎ 46-3868

保安林での立木の伐採や

土地の形質の変更

沿岸広域振興局農林部

大船渡農林振興センター

☎ 27-9926

保安林以外の森林での

１ha を超える開発行為

（太陽光発電設備の設置を目的と

した開発行為の場合は 0.5ha）

　大船渡保健所では、専門の医師によるこころ
の健康相談を開催します。事前予約が必要です。
■日時・時間　
　５月 22 日（木）　14 時～ 16 時
■会場
　大船渡保健所
■その他
　・相談は予約制です。
　・費用は無料です。

★問い合わせ先　
大船渡保健所保健課　 ☎27‐9922

こころの健康相談（５月分）

住所 氏名 親の名前
田 畑　 野 呂 洸 介 くん 晃彦＝有希

がけ地近接等危険住宅
移転事業補助金について

　がけ地の崩壊などにより危険を及ぼす恐れの
ある区域において、住宅の被災を防止するため、
危険区域外への住宅の移転費用などに対して、
町と県が共同で補助金を交付します。

■対象となる区域
・土砂災害特別警戒区域（通称レッドゾーン）
・災害危険区域
　（急傾斜地の崩壊による危険の著しい区域）　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

※この制度は、事前に申請が必要になりますの
で、まずはお問い合わせください。

★問い合わせ
役場建設課　☎ 46-2115
岩手県土整備部砂防災害課　☎ 019-629-5925

国民年金などに関する相談（５月分）

　一関年金事務所では、下表のとおり社会事務相談会
を開催します。予約制のため、相談を希望する方は開
催日の前日までにお申込みください。　
★問い合わせ
一関年金事務所お客様相談室  ☎0191-23-4246

会場 開催日 開催時間

奥州市役所
(本庁 ) 15日（木） 10時～15時30分

大船渡市役所 29日（木）
10時30分～

15時30分



広報すみた　令和７年４月２５日 （16 ）
古紙を配合した再生紙を
使用しています

広報すみた本号の印刷経費は１部96.0円、発行部数2,300部です。
経費の一部は広告料で賄われています。

□発　行　住　田　町
□〒 029 － 2396
　岩手県気仙郡住田町世田米字川向 88 番地１
　☎ 0192-46-2111（代）　FAX 0192-46-3515
□ URL https://www.town.sumita.iwate.jp/

□ E-Mail webad@town.sumita.iwate.jp

と
に
な
り
ま
し
た
。
写
真

の
撮
り
方
も
記
事
の
書
き

方
も
ま
だ
分
か
ら
な
い
新

人
広
報
担
当
で
す
が
、
精

一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
温
か
く
見
守
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
《
陽
奈
》

皆
さ
ん
、
は
じ

め
ま
し
て
。
今

年
度
か
ら
広
報

を
担
当
す
る
こ

ホームページは
こちらから　　 ▼

春
キ
ャ
ベ
ツ
と
蒸
し
鶏
の

　
　
　

マ
ス
タ
ー
ド
サ
ラ
ダ

　

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
は
、
他
の

調
味
料
よ
り
塩
分
が
少
な

い
た
め
、
上
手
に
活
用
す

れ
ば
減
塩
に
つ
な
が
り
ま

す
！
し
か
し
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
多
く
含
む
た

め
、
摂
り
す
ぎ
に
は
注
意

し
ま
し
ょ
う
！

【作り方】
①鶏むね肉は、Ａをまぶして耐
　熱容器に入れ、分量の水を加
　えて、電子レンジで約５～６
　分加熱する。粗熱が取れたら、
　食べやすい大きさに裂く。
②春キャベツ・きゅうりは、千
　切りにする。赤ピーマンは、
　へたと種を取り除き、３～
　４cm に薄くスライスする。
③ボールにＢを入れてよく混ぜ
　合わせ、①、②を加えて和え
　る。

おいしく＆ヘルシー　減塩レシピ
◇高血圧や糖尿病などの生活習慣病を予防する
　おすすめ料理を紹介します！！

★問い合わせ　
保健福祉課　☎ 46-3862
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＋
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予
防
♪

4,635 人

2,051 世帯

2,295 人（-10）

2,340 人（-9）

（-19）

（-７）

町民の動き ３月末日現在※（　）内は前月比

人　口

世帯数

男

女

【材料】４人分

　鶏むね肉　 小１枚（200g）

　塩こうじ　 小さじ２

　黒コショウ　　少　　々

　生姜の千切り　　８    g

　水　　　　　50　　g

　春キャベツ　 120   g

　きゅうり　　１   本

　赤ピーマン　  20　　g

　マヨネーズ   大さじ２

　粒マスタード　 小さじ２

　酢　　　　　大さじ２

Ａ

Ｂ

「紺紙金字一切経」の一部とみられる経巻
　

奥
州
藤
原
氏
３
代
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主
・
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秀
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